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　2004年の年末、インドネシア西端の町バン
ダアチェにいた。インド洋大津波の最大の被災
地は、瓦礫で覆い尽くされ、死臭が漂っていた。
住民の多くが家族や友人を亡くし、自宅を失い、
着の身着のままで逃げていた。
　その日も太陽は強烈な日差しを容赦なく浴び
せていた。早朝からバイクの後ろに座席付き荷
台のついたサムロー（三輪車）で取材していたが、
昼過ぎに突然、朦朧とし始め、記憶が薄れてい
く感覚に陥った。熱中症だったのだろう。
　すると運転手がペットボトルを渡してくれた。
被災地では水１本が貴重だ。何度も礼をしなが
ら口をつけた。生温かったが、身体に染み渡った。
　同時に気づいた。水を受け取るまで、自分は
取材する側、あるいは施す側におり、運転手は
助けられる側にいる、と決め付けていたのでは
ないか、と。だがその関係性は一瞬のうちに逆
転した。途上国との付き合いは40年近くなるが、
自分の中に潜む優越感や「上下関係」の意識が、
改めて透けて見える出来事だった。

　シャンティについて初めて朝日新聞で書いた
のは1995年。九州電力労組の研修に協力してい
るという内容だった。記事では参加者の日記の
一部を紹介している。
  ＜モン族の青年と交流。仲間が「村の皆さん
は心の豊かさを持っている。組合活動が求める
ものも、この心の豊かさだった。しかし、日本
の経済発展はそれを失わせた。帰国したら、心
の豊かさを取り戻す努力をしたい」と発言する。
同感だ＞
　国際協力とは「相手から謙虚に学ぶ」、「自分
ごととして考える」という姿勢に尽きるのではな
いか、と最近よく考える。その意識がないと対
等な関係を築くことはできない、と。
　周りを見ると、いまなお「可哀想な人を助け
てあげている」といった「正義」を振りかざす団
体が少なくない。だがシャンティからそうした
「上から目線」を感じたことが一度もない。常に
寄り添っているという印象を持つ。そんなとこ
ろが存外良いのかも知れない。

巻
末
言

ともに学ぶ
シャンティ国際ボランティア会　専門アドバイザー

藤谷 健　朝日新聞 編集担当補佐

兼 ジャーナリスト学校デジタル推進担当部長
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特 集

筆者がミャンマーの移動図書館活動を取材した時の写真
（2018年撮影）



ロックダウン中のネパール・
カトマンズ市内の様子
 （2020年撮影）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
数
カ
月
前
に
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ

た
事
態
が
日
本
を
含
め
、
ア
ジ
ア
各
地
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
活
動

地
で
あ
る
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、
そ

の
危
機
は
迫
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
「
新
し
い
生
活
様

式
」
の
実
践
が
求
め
ら
れ
る
の
と
同
時
に
、

国
際
協
力
の
現
場
で
も
新
た
な
取
り
組
み
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
子

ど
も
た
ち
の
学
び
を
守
る
た
め
、
ア
ジ
ア
各

国
と
日
本
で
開
始
し
た
新
た
な
取
り
組
み
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

今号の表紙
ミャンマー（ビルマ）難民キャンプの図
書館でマスクを着用している利用者
 （2020年撮影）
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活
動
国
へ
の
影
響

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
事
業
実
施
国
で
あ

る
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ネ
パ
ー
ル
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
は
、
2
～
3
月
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
報
告
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
各
国
で
出
入
国
制
限
措
置
の

他
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど
の
外
出
禁
止

や
移
動
制
限
措
置
が
取
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
学
校
が

一
斉
休
校
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
大

切
な
学
び
の
場
所
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
は
、
各
国
政
府
の
通
達
に

従
い
な
が
ら
も
、
裨
益
者
や
事
業
関
係

者
の
安
全
を
最
大
限
配
慮
す
る
形
で
、

子
ど
も
た
ち
に
教
育
の
機
会
を
届
け
る

活
動
を
可
能
な
限
り
続
け
て
き
ま
し

た
。

な
ぜ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
事
業
を
行
う
の
か

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
世
界
中
で
困
難
な
状
況
に
い
る

人
々
、
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ら
に
厳
し

い
現
実
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
未
曽
有

の
事
態
で
社
会
が
混
乱
し
、
生
活
が

困
窮
す
る
人
々
が
急
増
す
る
中
で
、

N
G
O
の
社
会
的
役
割
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

そ
の
国
の
政
府
の
手
の
届
か
な
い
地
域

や
人
々
に
迅
速
に
必
要
な
支
援
を
届
け

る
こ
と
が
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
海
外
の
活
動
国
に
お
い
て
は
、
衛

生
用
品
や
医
療
用
品
、
食
料
な
ど
の
救

援
物
資
支
援
、
感
染
予
防
の
た
め
の
啓

発
活
動
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
新

た
な
教
育
文
化
支
援
活
動
、
そ
し
て
、

継
続
し
た
教
育
文
化
支
援
を
行
い
、
だ

れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
一
人
ひ
と
り

の
尊
厳
を
守
る
た
め
の
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

国 感染者数 人口100万人
あたりの感染者数 回復者数 死亡者数

カンボジア 225人 15人 143人 0人
ラオス 20人 3人 19人 0人
アフガニスタン 36,157人 1,122人 25,180人 1,259人
ミャンマー 350人 6人 290人 6人
ネパール 18,613人 621人 13,128人 45人
タイ 3,219人 49人 3,109人 58人
日本 29,684人 236人 21,567人 996人

活動国の新型コロナウイルス感染者数

出典（Google News 2020年7月27日時点） https://news.google.com/covid19/map

特  集街の中心にある道路の様子（ミャンマー・パアン）

消毒の呼びかけ（ミャンマー） 人通りの減った観光地（ラオス・ルアンパバーン）

国境近くの街の市場の様子（タイ・メーソット）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
取
り
組
み 
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多
く
が
日
雇
い
労
働
で
生
計
を
立
て

て
お
り
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
セ
フ
は
、
栄
養
不
良
で
命
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
5
歳
未
満
児
が

2
0
2
0
年
1
月
の
69
万
人
か
ら
、
5

月
は
78
万
人
に
増
加
し
た
と
発
表
し
て

い
ま
す
。

　

日
本
を
含
む
先
進
国
で
は
医
療
崩

壊
の
危
機
が
連
日
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
医
療
制
度
が
整
っ
て
い
な
い
開
発

途
上
国
や
、
閉
鎖
的
な
環
境
に
あ
る
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
ひ
と
た
び
感
染
者

が
出
る
と
、
瞬
く
間
に
感
染
が
拡
大
す

る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
感
染
が
拡
大
し

た
場
合
、
社
会
や
経
済
、
教
育
へ
与
え

る
影
響
は
大
き
く
、
貧
し
い
人
ほ
ど
大

き
な
被
害
と
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

移
住
労
働
者
に
よ
る
送
金
が
国
民

総
生
産
（
G
N
P
）
の
約
3
割
を
占
め

る
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
感
染
者
の
多
い
欧

米
や
中
東
、
イ
ン
ド
か
ら
50
万
人
以
上

の
移
住
労
働
者
が
帰
国
し
て
い
ま
す
。

帰
国
し
た
移
住
労
働
者
た
ち
が
一
時
的

に
滞
在
す
る
施
設
や
病
院
な
ど
で
使
用

す
る
防
護
服
や
消
毒
液
な
ど
の
医
療
物

資
、
石
け
ん
や
マ
ス
ク
な
ど
の
衛
生
用

品
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
4
月
時
点
で
感

染
者
が
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
閉
鎖
的
な

環
境
で
人
々
が
密
集
し
て
暮
ら
し
て

い
る
た
め
、
一
時
キ
ャ
ン
プ
は
閉
鎖
さ

れ
、
医
療
と
食
料
支
援
の
N
G
O
以
外

は
入
場
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
長
年
に
及

ぶ
紛
争
で
故
郷
を
追
わ
れ
た
国
内
避

難
民
や
隣
国
へ
逃
れ
て
い
た
帰
還
民
の

「
衛
生
用
品
・

   

食
料
な
ど
物
資
の
配
布
」

村のリーダーや地元モスクの代表、政府関係者と綿密
な調整を重ね、最も支援を必要としている生活困窮家
庭を選定しています。小麦粉・米・油・茶葉・砂糖・豆など
1世帯あたり10人分とし、少なくとも1カ月間生活できる食
料と、石けん・手指消毒剤・マウスウオッシュ・フェイスマ
スク・手袋などの衛生用品を配布しています。従来行っ
ている活動においても、スタッフは手袋やマスク、防護服
などを着用し、感染予防対策を徹底した上で、調査や活
動を行っています。

海外から帰国した人々の一時滞在施設や病院で、帰
国者や医療従事者が使用する感染予防物資を購入
する資金が足りないため、資金提供を行い、防護服
やマスク・手袋・消毒液・赤外線体温計などを提供し
ました。

感染を防ぐため、一時的に、シャンティの職員がキャ
ンプへ入ることができなくなったため、他のNGOの力
を借りて、図書館へ石けん・フェイスシールド・マスク・
アルコールなどの衛生用品を届けました。4月20日ま
で図書館も閉館することになり、再開までの間、図書館
関係者が図書館の部屋、蔵書すべてを消毒しました。

アフガニスタン（4月）

ネパール（4月）ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ

新型コロナウイルスがアフガニスタンにも蔓延し始め、
都市は閉鎖されてしまいました。お金がなく、食べるも
のも買えず、自分たちもウイルスに感染するのではない
かという不安な気持ちで日々を過ごしていました。そん
な中、シャンティのスタッフが家にやってきて、ウイルス
に関する資料や予防キットを提供してくれ、食料も配布
してくれました。家族が安心して暮らせるよう手を差し
伸べてくれた皆さまの支援に感謝しています。

アフガニスタンで食料・
衛生用品の支援を受けた家族

▼
対 

象 

国
：
ネ
パ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー（
ビ
ル
マ
）難
民
キ
ャ
ン
プ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

▼
実
施
時
期
：
4
月
〜

受益者の声

シャンティの
新 た な 支 援
活 動 紹 介

新型コロナウイルスへの
シャンティの取り組み 

特  集

ミャンマー（ビルマ）難民キャンプの図書館へ物資を受け渡している様子

左：各自治体の町長や
村長に物資を渡してい
る様子
右：感染予防物資を提
供したネパール・ヌワ
コット郡の景色
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ま
す
。
ま
た
、
感
染
拡
大
に
よ
り
、
定

期
的
に
行
わ
れ
て
い
た
ポ
リ
オ
の
予
防

接
種
が
中
断
さ
れ
、
数
年
間
感
染
が
な

か
っ
た
地
域
で
再
び
ポ
リ
オ
の
流
行
が

確
認
さ
れ
る
な
ど
の
影
響
も
出
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
腸
チ
フ
ス
の
患
者
も
急

増
し
て
お
り
、
人
々
の
暮
ら
し
は
ま
す

ま
す
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

た
め
、
日
本
で
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
や
手
洗
い
・
消
毒
の
徹
底
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
活
動
す
る

国
や
地
域
で
は
、
教
育
の
機
会
を
奪
わ

れ
、
読
み
書
き
が
で
き
ず
、
感
染
予
防
に

つ
い
て
十
分
な
理
解
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
々
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
多
く
の
国

内
避
難
民
や
帰
還
民
が
劣
悪
な
環
境
で

密
集
し
て
暮
ら
し
て
お
り
、
高
い
感
染

リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら

が
暮
ら
す
地
域
で
は
、
正
し
い
衛
生
知

識
や
情
報
が
伝
わ
ら
ず
、
「
ム
ス
リ
ム

は
感
染
し
な
い
」
「
悪
い
行
い
を
し
た

人
に
感
染
す
る
」
「
人
工
的
に
作
ら
れ

た
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
」
な
ど
噂
や
嘘
の

情
報
が
拡
散
し
て
お
り
、
住
民
た
ち
は

不
安
の
中
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

「
感
染
予
防
の
啓
発
活
動
」

感染予防の正しい知識を伝えるため、読み書きができな
い人にも理解してもらえるようイラストを多用し、カラフル
な配色にした啓発資料を作成しました。また、道路沿いや
ガソリンスタンドのガスタンクなど、町のいたるところに横
断幕やポスターを掲示し、啓発を呼び掛けています。物資
配布時には、ソーシャルディスタンスを保って啓発活動に
取り組み、石けんを使った手洗いの練習も行っています。

シャンティ・アフガニスタン事務所のスタッフは、世界保健機関
（WHO）の新型コロナウイルスの予防対策研修を受講し、石け
んによる手洗いや消毒用アルコールによる消毒の徹底、どのよう
な感染予防知識を提供すれば良いかを学びました。

５月下旬、読書推進活動の対象校の教員と、県教育スポーツ局
の職員やルアンパバーン市の図書館員らが参加した読書推進活
動の研修を行った際、感染対策も含む衛生研修も行いました。
研修では、ルアンパバーン市の職員から「手洗いソング」が紹介さ
れました。授業前に子どもたちと歌えるように、長過ぎず、理解し
やすい明るい曲で、手洗いの大切さとやり方を伝えています。研
修に参加した職員や教員たちも歌とジェスチャーを練習し、研修
後は各学校や地域で実施したいと話していました。

ポスターやパンフレットを通じた
衛生啓発（アフガニスタン）

WHO研修を受講（アフガニスタン）

衛生研修の実施と「手洗いソング」（ラオス）
私は村での読み聞かせや本の貸し出し
を行っています。新型コロナウイルスは、
誰もが感染する恐れがあり、感染予防
対策は非常に重要だと感じています。衛
生研修は、みな熱心に参加してくれ、非
常に良い機会となりました。研修を通し
て、参加者が清潔にすることの大切さや
手洗いの方法を地域の人 に々伝えてくれ
ることを願っています。

シンサイ・センブッディ
　ラオス・ルアンパバーン市の図書館員　
　移動図書館活動担当

衛生研修に参加した
図書館員の声

▼
対 

象 

国
：
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ラ
オ
ス

シャンティの
新 た な 支 援
活 動 紹 介

新型コロナウイルスへの
シャンティの取り組み 

特  集

生活困窮者の生活環境

国内避難民の中には寡婦も少なくない

▼
実
施
時
期
：
4
月
〜
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この活動は、初めてのことのため、何をどのように始めれば良
いのか最初は戸惑いました。インターネットを利用できない子
どもたちに読書機会を届けられるかが今後の課題ですが、子
どもの読書を通じた継続的な学びを支えることができる取り
組みだと考えています。これを機に、より多くの子どもたちに楽
しんでもらい、ミャンマーに限らず他の国の出版図書も紹介で
きたら良いと思っています。

ヤンナイ
 （ミャンマー）

担当スタッフの声

め
に
は
、
感
染
予
防
に
注
意
を
払
い
、

新
し
い
利
用
規
則
や
従
来
の
取
り
組

み
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
キ
ャ
ン
プ
内
で
は
、
地
区
を
越
え

た
移
動
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
図
書
館

を
再
開
し
て
も
通
え
な
い
人
が
い
ま
し

た
。

　

従
来
の
教
育
や
図
書
館
活
動
の
や

り
方
を
転
換
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

学
校
や
活
動
地
へ
の
訪
問
が
制
限
さ
れ

た
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
絵
本
の
出
版
や

読
み
聞
か
せ
、
図
書
館
活
動
な
ど
、
こ

れ
ま
で
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
長
年
培
っ
て
き

た
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
「
絵

本
の
世
界
」
に
接
す
る
機
会
を
子
ど
も

た
ち
へ
届
け
る
た
め
の
新
し
い
取
り
組

み
を
各
地
で
開
始
し
ま
し
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
措
置
の
一
環
に
よ

り
、
2
0
2
0
年
3
月
16
日
よ
り
国

内
す
べ
て
の
教
育
施
設
が
閉
鎖
さ
れ

ま
し
た
。
閉
鎖
す
る
前
か
ら
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
は
、
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の
授

業
を
行
う
2
部
制
の
学
校
が
多
く
、

A
S
E
A
N
諸
国
の
平
均
学
習
時
間
の

半
分
程
度
し
か
確
保
で
き
な
い
こ
と
が

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
学
ぶ
機
会
は
減
少
し
、
教
育
問
題

が
深
刻
化
し
た
こ
と
を
受
け
、
教
育
青

年
ス
ポ
ー
ツ
省
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
営
テ

レ
ビ
に
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、

初
等
教
育
の
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
運
営
し
て
い
る
図
書
館
は
一
時

閉
館
さ
れ
、
再
び
利
用
し
て
も
ら
う
た

「
図
書
館
活
動
の

   

新
し
い
取
り
組
み
」

▼
対 

象 

国
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ミ
ャ
ン
マ
ー（
ビ
ル
マ
）難
民
キ
ャ
ン
プ

カンボジアでは、これまでに絵本約120タイトルと紙芝
居40タイトル以上を出版してきました。その多くは保存
用の在庫があるのみで電子書籍化などはされていませ
んでしたが、この機会に「絵本の電子書籍化」と「読み聞
かせ動画の制作」を進めました。
ミャンマーでは、他団体と協力しながら、ミャンマー国立
図書館や出版公社のウェブサイトにシャンティが出版し
た絵本を掲載してもらう調整を開始しました。

電子書籍の公開サイト（カンボジア）
厳選した絵本を電子書籍化して専用ウェブサイトに掲載。
カンボジアの通信機器の普及率は携帯電話118％、インター
ネット75%（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング2018年調
べ）と高く、多くの層へアクセスが可能であると考えています。 

デジタルライブラリー（カンボジア、ミャンマー）図書館活動の
新しい取り組み 1

シャンティの
新 た な 支 援
活 動 紹 介

新型コロナウイルスへの
シャンティの取り組み 

特  集

スマートフォンでデジタルライブラリーを閲覧しているカンボジアの人々

スマートフォンで電子書籍を閲覧している様子

▼
実
施
時
期
：
4
月
〜

カンボジアで
出版してきた
絵本の一部
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オンライン研修
 （ミャンマー）

図書館活動の
新しい取り組み 3

オンライン移動図書館
＝読み聞かせ動画の配信
 （カンボジア、ミャンマー）

図書館活動の
新しい取り組み 2
車やバイクなどに本を積み込み、学校や村を回り、絵本の読
み聞かせを行ってきた「移動図書館活動」をオンラインで届け
る取り組みを開始しました。これまでシャンティが出版した絵
本や紙芝居を読み聞かせている動画を作成し、他団体とも連
携し、SNSを通じた発信を行っています。読み聞かせ動画はク
メール語、ビルマ語で作成され、YouTubeで視聴できるように
なっています。

図書館での取り組み
 （ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ）

図書館活動の
新しい取り組み 4
安心して図書館を利用できるよう、衛生用品を活用した新しい利
用規則を設け、図書館員たちが検温したり、手洗いを呼び掛けて
います。本の貸出は続けていますが、外に頻繁に出ることを心配す
る人がいることから、貸出冊数を増やし、貸出期間を延長すること
にしました。返却され、図書館に戻ってきた本は、図書館員が必ず
消毒をした後に配架しています。また、情報提供活動として、国連
難民高等弁務官事務所(UNHCR)からの新型コロナウイルスに関
わる情報を情報掲示板に掲示し、啓発に努めています。これらの
取り組みを通じて、少しずつ利用者が戻ってきています。

ミャンマーでは児童図書出版委員会を発足し、現地
の作家やイラストレーター、編集者らと協力して絵
本や紙芝居の出版を行っています。これまで年に一
度、児童図書の専門家を日本から派遣して、委員会
のメンバーを対象に研修を行ってきました。しかし、
新型コロナウイルスの影響で専門家がミャンマーへ
渡航することが難しくなったため、オンライン研修
を実施しました。

研修を中止することなく、オンラインで参加できることはあり
がたいです。講師の指導と共に絵本制作における新たな知
識を得られるよう励みたいと思います。

ウーソーゾー（イラストレーター）

オンラインでの研修は初めてのため、不安もあります。講師に
直接会えないのは残念ですが、児童図書に関するさらなる
知識を得たいと思っています。

マニンプエ（作家）

オンライン研修の経験はありませんが、新しいアイデアをこれま
での研修同様、得られることを期待し、ベストを尽くしたいです。

ドーティンティンウィン（編集者）
オンライン研修

参加者の声図書館利用者の声

感染予防対策を盛り込んだ新しい利用規則があるので、図書館
に行くことに不安を感じなくなりました。入館前に手を洗って、体
温を測ることは、利用者の感染予防になり、とても大切なことで
す。また、これまでよりも長期間、多く本を借りることができるの
で、とてもうれしいです。人との距離を保つために図書館に行く回
数を減らしても、本を借りることができるからです。難民キャンプ
の他の社会サービスも同じように感染予防対策を提供してくれ
たらいいなと思っています。

ノー・シー・カリヤ・ポー（20歳）

図書館員同士の練習
図書館は一時的に閉館されましたが、再開
に備え蔵書を消毒したり、図書館員は互い
にスキルアップのため絵本の読み聞かせの
練習を行いました。

手洗い・検温の様子
図書館に入る前に図書館員が非接触型体
温計で体温を確認します。また、入口に設
置した手洗い場で手を洗ってから入館して
もらいます。

読み聞かせ
子どもたちへの読み聞かせ活動は少人数
の場合にのみ実施し、読み聞かせをする際
に図書館員は必ずフェイスシールドかマス
クを着用しています。

新型コロナウイルスへの
シャンティの取り組み 

特  集

キャンプの図書館でマスクを着けてゲームをしている様子

カンボジア（上）とミャンマー（下）の読み聞かせ動
画配信用のYouTubeチャンネル

日本の専門家とミャン
マーの会場をオンライン
会議ツールでつないで研
修を実施

児童図書出版委員会のメンバー



シャンティ国際ボランティア会 事務局長

山本 英里

NGO 
with 

コロナ

　

世
界
的
に
拡
大
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
中
で
、
教
育
の

機
会
の
存
続
や
子
ど
も
た
ち
の
心
の

癒
し
の
た
め
に
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
支

援
す
る
絵
本
や
図
書
館
活
動
は
活

動
の
形
を
変
え
な
が
ら
届
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
危
機
的
状
況
の
中

に
お
い
て
も
一
冊
の
本
が
持
つ
力
を

改
め
て
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

4
月
7
日
、
日
本
で
の
非
常
事
態

宣
言
を
受
け
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
難
し

い
決
断
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
普
段
は

海
外
事
務
所
を
後
方
支
援
す
る
役

割
の
東
京
事
務
所
で
も
、
対
応
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
の
安
全
確

保
と
海
外
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
で

き
る
体
制
構
築
と
、
す
べ
て
が
初
め

て
の
経
験
で
し
た
。
こ
の
状
況
下
、

組
織
の
安
全
管
理
と
し
て
ま
ず
取

る
対
策
は
、
在
宅
勤
務
、
徹
底
し
た

自
粛
と
い
う
ど
う
し
て
も
「
防
御
」

に
集
中
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
一

方
、
状
況
が
長
引
く
中
で
は
、「
抑

制
」
、「
減
災
」
措
置
と
組
み
合
わ

せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
存
在
価
値

は
、
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
最

も
困
難
な
人
々
に
支
援
を
届
け
る

こ
と
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
な
く

な
れ
ば
、
私
た
ち
の
存
在
意
義
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
る
国

の
職
員
は
、「
餓
死
す
る
子
ど
も
を

見
捨
て
て
行
う
感
染
予
防
対
策
は

N
G
O
の
対
策
で
は
な
い
」
と
言
い

放
ち
ま
し
た
。
自
ら
を
守
り
、
支
援

活
動
に
よ
る
感
染
拡
大
と
い
う
2

次
被
害
を
防
ぎ
な
が
ら
支
援
を
継

続
す
る
、
そ
の
た
め
に
ど
う
し
た
ら

良
い
か
、
日
本
も
含
め
各
国
で
葛
藤

の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
最
大
の
懸
念
は
、
紛

争
、
災
害
の
後
、
長
い
年
月
を
か
け

て
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に

築
き
あ
げ
て
き
た
教
育
の
基
盤
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
再
び
崩
れ
て
い
く

こ
と
で
す
。
日
本
で
も
今
、
教
育
の

在
り
方
、
貧
困
の
深
刻
化
な
ど
の
壁

に
直
面
し
て
い
る
中
、
日
本
以
上
に

脆
弱
性
の
高
い
国
々
で
は
危
機
的
状

況
に
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

国
連
大
学
の
報
告
に
よ
る
と
、
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
多
く
の
国
が
10
年
前
、
国
に
よ
っ

て
は
30
年
前
の
状
態
に
後
退
し
、

2
0
1
8
年
か
ら
比
較
し
、
お
よ
そ

4
～
5
億
人
の
貧
困
人
口
の
増
加
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
状
況

に
あ
っ
た
人
々
は
さ
ら
に
困
難
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
感
染
拡
大
や
経
済

危
機
の
課
題
は
、
も
は
や
各
国
だ
け

で
対
応
で
き
る
課
題
で
は
な
く
グ

ロ
ー
バ
ル
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
他
国
に
目
を
向

け
、
感
染
対
策
、
貧
困
対
策
な
ど
を

強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
こ
の
状

況
を
脱
却
し
て
い
く
の
は
難
し
い
で

し
ょ
う
。
渡
航
制
限
な
ど
が
続
く
中

で
寄
り
添
い
、
つ
な
が
り
続
け
る
こ

と
は
か
つ
て
な
い
挑
戦
で
す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
こ
れ
ま
で
の
各
国

で
の
経
験
を
活
か
し
、
こ
の
状
況
下

に
こ
そ
国
内
外
で
子
ど
も
た
ち
の
希

望
と
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
活
動
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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ま と め

「
た
の
し
く
学
べ
る
お
う
ち
時
間
」

▼
対
象
国
：
日
本

世界には私たちが“あたりまえ”だと思っていることを自由に
できない子どもたちがいる。だから、みんなのためにできる
ことがあれば、小さなことでもいいので協力したい。たった
１つのことのせいで、多くの人が犠牲になり、悲しい気持ち
になってしまう。だから、そういうことが身の回りで起きな
いように、まず自分が友達や家族と楽しく毎日を大切に、
命を大切に生きていきたいと思う。　　　  （小学5年生）

参加した
子どもの
感想

「たのしく学べるおうち時間」
  動画

「たのしく学べるおうち時間」
  特設ページ

過
去
に
シ
ャ
ン
テ
ィ
と
事
業
を
一
緒
に

行
っ
た
経
験
の
あ
る
団
体
を
通
し
て
、

2
0
2
0
年
6
月
か
ら
ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
絵
本
を
読
ん
だ

り
、
動
画
を
見
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、
感
想
文
や
絵

を
特
設
サ
イ
ト
で
掲
載
し
、
他
の
子
ど

も
た
ち
に
共
有
す
る
場
を
設
け
ま
し

た
。
ま
た
、
小
学
校
高
学
年
以
上
の
子

ど
も
た
ち
に
は
、
「
絵
本
を
届
け
る
運

動
」
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
世
界
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
社
会
貢
献
活

動
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
も
環
境

の
変
化
に
慣
れ
な
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
長
く
続
い
た
休
校
や
再
開
に

お
け
る
分
散
登
校
、
授
業
短
縮
な
ど
の

措
置
に
よ
り
、
学
校
以
外
の
時
間
が
増

え
る
こ
と
で
、
家
庭
環
境
に
よ
る
教
育

の
格
差
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
、
家
庭
で
過

ご
す
時
間
が
増
え
た
子
ど
も
た
ち
の

健
康
や
心
の
ケ
ア
を
目
的
に
、
家
で
楽

し
く
学
べ
る
時
間
を
届
け
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
、
普
段
触
れ
る
機
会
が
少
な

い
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
ー
ク

キ
ッ
ト
や
絵
本
、
文
房
具
な
ど
を
配
布

し
ま
し
た
。

　

特
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
生
活
保
護

家
庭
、
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
家
庭
、

被
災
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、

※
当
事
業
は
、
公
益
財
団
法
人
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス

財
団
内
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
緊
急
子
ど
も
支
援

基
金
と
R
E
A
D
Y
F
O
R
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
：
拡
大
防
止
活
動
基
金
か
ら
の
助
成
と
皆
様
の
ご

支
援
を
受
け
て
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
封
し

た
文
房
具
の
一
部
は
、
株
式
会
社
学
研
ス
テ
イ
フ
ル
よ

り
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シャンティの
新 た な 支 援
活 動 紹 介

新型コロナウイルスへの
シャンティの取り組み 

特  集

長野県松本市で絵本やワークキットを贈呈する茅野常務理事

封入の様子 配布したキット

▼
実
施
時
期
：
6
月
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17 16

世
界
の
絵
本
を

読
ん
で
み
よ
う

32

1

4

ネ
パ
ー
ル  

2
0
1
8
年

ネ
パ
ー
ル
防
災
紙
芝
居

森
の
木
は
、
雨
で
土
が
流
れ
出
す
の

を
防
い
で
い
る
の
で
す
。

パ
ヒ
ロ
ン
が
現
れ
な
い
た
め
に
、
木

を
切
り
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

5

次
の
日
、
ア
ミ
ス
タ
は
家
族
に
昨
日

の
夢
の
話
を
し
ま
し
た
。

ア
ミ
ス
タ
た
ち
は
家
の
周
り
に
危
険

な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
、
見
に
行
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

6

激
し
い
雨
が
降
る
夜
、
ア
ミ
ス
タ
は

家
族
と
眠
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

「
な
ん
だ
か
怖
い
な
ぁ
。
早
く
や
ん

で
く
れ
な
い
か
な
」

夢
で
は
、
茶
色
く
て
不
気
味
な
生
き

物
が
向
か
っ
て
き
ま
し
た
。

「
俺
様
は
パ
ヒ
ロ
ン
だ
～
！
森
も
、

木
も
、
家
も
ま
る
ご
と
飲
み
込
ん
で

や
る
ぞ
～
！
」

パ
ヒ
ロ
ン
は
大
雨
が
降
っ
た
と
き
や

地
震
が
起
き
た
と
き
に
現
れ
ま
す
。

土
砂
崩
れ
や
土
石
流
を
起
こ
し
、
と

て
も
危
険
で
す
。

パ
ヒ
ロ
ン
が
来
る
前
に
は
、
ゴ
ロ
ゴ

ロ
と
い
う
音
が
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
お
か
し
な
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
山
の
斜
面
や
川
、
崖
か
ら
離
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

3

 

パ
ヒ
ロ
ン（
土
砂
災
害
）

   

が
来
た

今回は紙芝居のご紹介です。
2015年に大地震が発生したネパールで、学校
の防災能力強化事業に取り組み、防災紙芝居
を出版しました。それまでネパールには紙芝居
自体ありませんでしたが、今、子どもたちは初め
て見る紙芝居を通して学んでいます。

紙芝居を読み終わった後、子どもたちに以下の質問をして、
災害への理解を深めるようになっています。
・土砂災害はどんなときに現れるのでしょうか？
・被害を減らすため、私たちにできることはなんでしょうか？

etc



世 界 の 現 場 か ら

AIRMAIL
To 日本の皆さん　From 活動の現場

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

ア
ジ
ア
の
各
国
で
活
動
す
る

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
様
子
や

ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

From Cambodia 
カンボジア事務所

政情も落ち着かず、内戦で人々の心
が疲れきっていた1991年に、事務
所を開設。2019年までに278の校
舎を建設してきました。衛生環境の
向上を含めた学校整備活動を進め
る現在の活動を紹介します。

19 18

カンボジア事務所の幼児教育事業
を担当しているファリナです。

みんなの笑顔をつくる世界のおやつ旅

カンボジアのおやつ
 ノムクルオ

たっぷりのハーブと一緒
に、タレにつけて食べます

カンボジア事務所

ファリナさんの
おすすめおやつ

▲  子どもの1日をリポート！
カンボジアのバッタンバン州バンサ
イ・トラエン村に暮らす11歳の少女の
1日をリポート。新型コロナウイルス
感染拡大前の日常を紹介します。

ものづくりの舞台裏をリポート！ ▼

子どもたちが絵本に興味を持つきっ
かけづくりのため制作しているおは
なし動画。「ペープサート（人形劇）」
制作の裏側をのぞいてみましょう！

ス
ー
プ
を
つ
け
て
食
べ
る

明
石
焼
き
風
の
お
や
つ
！

　
チ
ョ
ム
リ
ア
ッ
プ
ス
オ
（
こ
ん
に
ち
は
）
！

「
ノ
ム
ク
ル
オ
」
は
米
粉
や
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
、

ナ
ン
プ
ラ
ー
や
砂
糖
、
ネ
ギ
を
混
ぜ
た
生
地
を

丸
い
形
に
焼
い
た
ス
ナ
ッ
ク
で
、
日
本
の
明
石

焼
き
に
似
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
を
、
お
好

み
で
ナ
ン
プ
ラ
ー
と
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
、
唐

辛
子
を
混
ぜ
た
タ
レ
に
つ
け
て
食
べ
ま
す
。
お

店
で
買
う
と
、キ
ュ
ウ
リ
や
ミ
ン
ト
、ド
ク
ダ
ミ
、

バ
ジ
ル
な
ど
の
ハ
ー
ブ
の
つ
け
合
わ
せ
も
つ
い

て
き
ま
す
よ
。
熱
々
で
食
べ
る
と
、
外
は
カ
リ
っ

と
、
中
は
ト
ロ
ト
ロ
と
し
て
い
ま
す
。
道
具
を

近
所
の
人
に
借
り
て
、
家
で
作
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
屋
台
で
販
売
さ
れ
て
い

て
、
小
腹
が
す
い
た
と
き
に
、
食
べ
た
く
な
る

ス
ナ
ッ
ク
で
す
。



世 界 の 現 場 か ら

AIRMAIL

子
ど
も
た
ち
に
環
境
の
良
い

学
校
へ
通
え
る
機
会
を

　
学
校
建
設
は
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全

で
衛
生
的
な
学
び
の
環
境
を
提
供
す
る

の
と
同
時
に
、
学
校
ス
タ
ッ
フ
や
学
校

支
援
委
員
会
に
よ
る
効
果
的
な
学
校
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
施
を
か
な
え
る
事

業
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
社
会

や
地
域
の
発
展
、
家
族
の
生
活
向
上
に

貢
献
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
も
支
援
の
手
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

21 20

学
校
の
建
設
作
業
に
加
え

校
内
環
境
の
向
上
を
目
指
し
て

　

現
在
、
私
た
ち
は
プ
ー
サ
ッ
ト
州
の

ヴ
ィ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ン
郡
で
２
校
、
バ
ッ

タ
ン
バ
ン
州
の
バ
ベ
ル
郡
で
２
校
の
建

設
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
校
建
設
の
ほ

か
、
校
内
環
境
向
上
の
た
め
の
植
樹

活
動
や
ト
イ
レ
研
修
会
の
実
施
、
環

境
に
優
し
い
下
水
設
備
な
ど
衛
生
環

境
の
向
上
を
含
め
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

活
動
対
象
地
域
の
ヴ
ィ
ー
ル
・
ヴ
ェ

ン
郡
は
、
政
府
や
団
体
の
支
援
が
届

き
に
く
く
、
ト
タ
ン
や
廃
材
を
使
用
し

た
簡
素
な
木
造
校
舎
の
学
校
も
多
い

場
所
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
多

く
が
学
校
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
へ

き
地
で
生
活
し
て
お
り
、
特
に
貧
し
く
、

生
活
環
境
が
厳
し
い
子
ど
も
た
ち
の
中

に
は
、
思
う
よ
う
に
通
学
で
き
ず
、
留

年
や
退
学
す
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。

地
域
内
に
あ
る
28
の
学
校
を
調
査
し
、

い
ま
だ
学
校
建
設
の
必
要
性
が
高
い

学
校
が
多
数
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

1 2

Hot Topics

3

Cambodia
カンボジア

PROFILE
大学卒業後、水衛生、母子保
健、コミュニティ開発分野など
の活動を行う団体に勤務した後、
2019年入職。思いやりの心を大
切に日々業務を行っています。

カンボジア事務所
学校建設プロジェクト・スタッフ

チャン・サイハーさん

1 学校が閉まっている間の子どもたち
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、全ての
学校が一時的に閉鎖されました。子どもたちは自
宅で教育省がテレビやインターネットを通じて配信
した授業動画を見て勉強しています。また、とき
どき先生が生徒の家を訪問しフォローアップを行っ
ています。しかし、貧しい家庭では、自宅学習の機
会を確保できず、家族の仕事の手伝いをしなけれ
ばならい子どもたちもいます。

2 活動への新しいアイデア
同僚たちと一緒に水耕栽培シス
テムのトレーニングコースに参
加しました。将来、コミュニティ
への普及促進活動を通じて、よ
り安全で安定した生産ができる
よう練習と試験を行っていると
ころです。

3 学校支援委員の声
学校支援委員会のメンバーのひとりは、すべての子
どもたちが、適切な教育を幼稚園や小学校から受け
られるようになることが夢だと話します。「新しい
校舎で教育を受けることは彼らの将来にとって貴
重なチャンスとなります」との声を聞くことができ、
やりがいを感じました。

From Cambodia
カンボジア事務所
1991年に事務所を開設して以降、278の小学校と幼稚
園の校舎を建設し、2020年は新たに4校の建設を進め
るカンボジア事務所の現在をリポート！

プノンペン

バッタンバン州
プーサット州
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私の
お気に入り

将
来
は
小
学
校
の
先
生
に
！

休
校
中
も
毎
日
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す 

　

バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
の
バ
ン
サ
イ
・
ト
ラ
エ
ン
村
の
バ
ン

サ
イ
・
ト
ラ
エ
ン
小
学
校
に
通
う
５
年
生
で
す
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
家
族
７
人
で
暮
ら
し
、

米
の
栽
培
や
小
さ
な
オ
レ
ン
ジ
果
樹
園
、
牛
や
鶏
の
飼

育
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
自
立
し
て

家
族
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
助
け
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
く
、
小

学
校
の
先
生
に
な
る
こ
と
を
夢
み
て
い
ま
す
。
夢
を
か

な
え
る
た
め
に
、
本
を
読
ん
だ
り
、
先
生
か
ら
の
宿
題

を
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
と
、
毎
日
勉
強
に

励
ん
で
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
学

校
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
宅
に
先
生
が
週
に

1
か
ら
3
回
来
て
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
自
習
を
し
な

が
ら
勉
強
を
進
め
て
い
ま
す
。

新型コロナウイルス感染拡大により、すべての学校が休校
し8月より一部再開となったカンボジア。支援対象地域
に暮らす少女のこれまでと今の生活を紹介していきます。

From Cambodia／カンボジア事務所

現地の子どもリポート

6：00 起床  
私はたいてい午前6
時に起きます。	

バドミントン、ゴム跳び、サンダルを投げるゲー
ムなどをして友達と過ごす時間が好きです。よ
くクメール語の教科書を読んだり、絵を描いた
りして過ごしています。ほかにも祝日など特別
な日に豪華な料理を食べたり、家族と過ごすの
も好きです。

「友達や家族と過ごす時間」

カンボジアから
ポン・スレイレアックさん（11歳）

がリポート！

. . . z
z z
z

18：30 夕食
家族と夕食をとります。
時々料理を手伝います。

13：00 放課後
バドミントン、ゴム跳び、絵
を描いたり、本を読んだり
します。

［現在の学校事情］
休校中なので、テレビで放送
される授業動画を見て勉強を
しています。また、先生が家に
直接来て私や他の友達に勉強
を教えてくれます。他の日は、
自分で勉強し、両親の仕事を
手伝います。

7：00-11：00 授業
授業を受けます。

バッタンバン州は、国の「ラ
イスボウル」として広く知ら
れています。バンサイ・トラ
エン村は米の栽培が盛んで、

多くの人が稲作に従事しています。オレンジの果樹栽培に従事
している人も多いです。市場のヌードルスープ、お粥、コーヒーは
有名で、訪れた際にはゆっくり堪能してほしいです。

6：40 通学
友達と学校へ

11：30 お昼ご飯
家で昼食をとります。その
後、少し休憩するか、昼寝
をします。

21：00 就寝
たいてい寝る前に宿題を
したり、教科書を読んだり、
テレビを見たりします。

私が住んでいるのは
こんな村

お
やすみなさ

い！

私の１日を
紹介します！

6：30 朝食
朝ごはんを食べてか
ら学校に行きます。

おはよー！

プーサット州

Cambodia
カンボジア

プノンペン

バッタンバン州
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これまでカンボジア事務所で出版した
絵本の中からおはなしを選びました。

おはなしを決める1

作り方はシンプルで、厚紙や段ボールなどにイ
ラストを貼り付けてカットし、裏面に割りばし
などを固定します。オリジナルで絵を描くとき
もありますが、今回は一部をのぞき絵本のイラ
ストをコピーしてそのまま利用しました。
（注：著作権はシャンティが保持しています）

登場人物をつくる2

ストーリー選びは特に重要！
ストーリーはいくつかのポイントに気をつけて選んでいま
す。1つ目は「登場人物が少ないこと」。演じやすく、子ども
たちが分かりやすいことが重要です。2つ目は「登場人物
に動きがあること」。制作した「かくれんぼして遊びたい
大きなペーンの実」は、主人公の女の子がペーンの実を
探して四方へ動き回るおはなしで、ペープサート向きです。
3つ目はおはなしをイメージしやすいように「20ページ以
内であること」。そして最後に、見やすさを意識し、実際に
「ペーンの実のサイズ」を大きくしました。

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
本

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

と
し
て
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
紙
人
形

劇
）
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

シ
ャ
ン
テ
ィ
職
員
が
子
ど
も
た
ち
の

前
で
お
は
な
し
を
披
露
す
る
の
で
は

な
く
、
幼
児
教
育
の
質
の
改
善
事
業

な
ど
、
教
員
や
図
書
館
員
向
け
に
お

は
な
し
研
修
を
行
う
活
動
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ペ
ー

「ペープサート」の舞台をつくる3
段ボールと発泡スチロールで主人公の
お家とお庭の舞台も準備しました。

子
ど
も
た
ち
に
ス
ト
ー
リ
ー
へ
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

絵
本
を
読
む
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す

プ
サ
ー
ト
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
の
小
道
具
の

作
り
方
な
ど
を
教
え
て
い
ま
す
。
動

画
の
撮
影
時
は
、
今
回
は
、
子
ど
も

た
ち
の
前
で
直
接
お
は
な
し
を
披
露

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち

の
反
応
を
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
少

し
緊
張
し
ま
し
た
が
、
動
画
が
公
開

さ
れ
て
、
視
聴
者
の
反
応
を
聞
く
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

制作秘話

子どもたちを読書へいざなうためのおはなし動画を制作
しているカンボジア事務所。動画で使用する「ペープサー
ト」制作のウラ側をのぞいてみました。

 From Cambodia／カンボジア事務所

「ペープサート」づくり

オモテ
舞台

舞台の
ウラ側



東京事務所の活動をレポート！

Shanti@Tokyo
クラフトエイド課

髙橋 布美子さん
たかはし   ふ    み   こ

東京事務所の活動をレポート！

Shanti@Tokyo

クラフトエイド課  髙橋 布美子さん
たかはし   ふ    み   こ

Shanti@Tokyo東京事務所の
活動をレポート！

 総務・人事室 IT担当

小林 裕司さん
こ ばやし ゆう  じHot Topics

27 26

PROFILE
小林 裕司さん

メーカーのシステム開発部門に勤務し、
eラーニング教材の開発などに携わる。
2016年3月に入職しIT担当として勤務。
モットーは「シンプル・イズ・ベスト」。
何事も簡素で見栄えが良いのが好き。

　
「
シ
ャ
ン
テ
ィ
で
I
T
担
当
？
」と

疑
問
に
思
う
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、主
な
業
務
は
、支
援
者
情
報

の
入
力
と
管
理
、パ
ソ
コ
ン
の
設
定

お
よ
び
不
具
合
対
応
、ウ
ェ
ブ
サ
ー

バ
ー
と
メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
の
運
用

管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、２
０
１
６
年
に
熊
本
地
震
が

発
生
し
た
際
に
は
、現
地
で
活
動

す
る
職
員
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
通

信
設
定
や
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の

手
配
を
し
ま
し
た
。

　
一
般
企
業
で
は
、I
T
業
務
に
は

複
数
の
職
員
が
い
ま
す
が
、シ
ャ
ン

テ
ィ
で
は
私
一
人
だ
け
。何
か
あ
っ

た
ら
自
分
が
必
ず
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
責
任
重
大
で

す
。実
際
に
日
曜
日
に
ウ
ェ
ブ
サ
ー

バ
ー
が
停
止
し
た
り
、メ
ー
ル
が
届

か
な
く
な
っ
た
り「
ド
キ
ッ
」と
す
る

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
。

東
京
事
務
所
内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な

業
務
改
善
の
た
め
I
T
ス
キ
ル

向
上
の
サ
ポ
ー
ト
を

ら
直
接
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、海
外
事
務
所
か
ら
依
頼
が

届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ

た
場
合
、一
つ
ひ
と
つ
状
況
を
確
認

し
問
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。そ

の
場
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、内
容
が
困
難
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
解
決
し
た
と
き
の

や
り
が
い
や
喜
び
は
大
き
く
感
じ

ま
す
。職
員
か
ら
の「
あ
り
が
と
う
」

の
一
言
が
仕
事
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

I
T
技
術
に
よ
っ
て
、皆
さ
ん
が

本
来
の
仕
事
に
集
中
で
き
る
時
間

を
増
や
す
こ
と
が
理
想
で
す
。そ
う

す
る
こ
と
で
、職
員
が
支
援
者
や

支
援
先
の
職
員
と
の
時
間
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
、結
果
と
し
て
ア
ジ

ア
の
子
ど
も
た
ち
や
支
援
を
求
め

て
い
る
方
へ
の
支
援
や
協
力
を
膨

ら
ま
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

   「Access」＆「Excel」と
モンベルのクリアボトル

IT業務には欠かせないソフトウェア「Access」
は、大規模なデータベースからデータを読み
込み、集計やデータを加工する際に使います。
「Excel」は支援者への送付リストを作成すると
きに必須です。郵便番号や住所の修正、文字
数の調整に便利です。入職したときから愛用し
ているモンベルのクリアボトルは、広口で軽量
なのでとても使い勝手がいいです。季節によっ
て500mlと750mlを使い分けています。

在宅勤務のこともあり、デスクトッ
プ型パソコンからノートパソコンに
移行しました。今まで使用してい
たデスクトップ型は画面が大きかっ
たのですが、ノートパソコンは画面
が小さい！ IT 担当として職員の皆
さんに「デスクトップはすっきりき
れいに」と言っていた私自身も有言
実行！ 見てください、この画面を！

在宅勤務と自宅周辺の再発見
4 月から毎週 2~3 日の在宅勤務になりま
した。最初は会話もなく一人で仕事をする
ことに違和感もありましたが、通勤時間が
なくなり空いた時間をウォーキングやジョ
ギングにあてています。自宅近くの多摩川
ではカルガモやサギ、タヌキなど動物が
いっぱい！これって本当に東京？

小林さん
お気に入り
アイテム
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は
じ
め
て
シ
ャ
ン
テ
ィ
と
一
緒

に
仕
事
を
し
た
の
は
、
前
職
の

N
G
O
で
東
京
本
部
の
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
担
当
を
し
て
い
た
時
で
し

た
。
当
時
、
邦
人
の
現
地
立
ち
入

り
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
現

地
で
活
動
す
る
複
数
の
N
G
O
が

協
力
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

や
政
府
へ
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
中
心
メ

ン
バ
ー
に
は
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
山
本

英
里
さ
ん
も
い
て
、
共
通
の
課
題

と
想
い
を
共
有
す
る
仲
間
が
い
る

こ
と
を
心
強
く
思
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
2
0
1
2
年
に

J
F
P
へ
入
団
し
て
か
ら
は
、

シ
ャ
ン
テ
ィ
と
は
J
P
F
の
加
盟

団
体
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
ご
一
緒
し
ま
し
た
。
印

象
的
な
こ
と
の
一
つ
に
、
タ
イ
で
の

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
2
0
1
3

年
か
ら
J
P
F
は
「
ミ
ャ
ン
マ
ー

少
数
民
族
帰
還
民
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
民

政
移
管
が
進
み
、
武
装
組
織
と
の

停
戦
、
和
解
が
進
展
し
、
タ
イ
と

国
境
を
接
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
カ

レ
ン
州
で
の
帰
還
促
進
と
準
備
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
J
P
F
は

同
地
域
で
の
活
動
は
初
め
て
だ
っ

た
た
め
、
少
数
民
族
を
取
り
巻
く

複
雑
な
状
況
を
理
解
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
長
年
タ
イ
側
の
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
活
動
さ
れ
て
い
た

シ
ャ
ン
テ
ィ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
も
、
タ
イ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ

の
図
書
館
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
キ
ャ
ン
プ
内
の
シ
ャ
ン
テ
ィ

が
運
営
す
る
図
書
館
で
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
様
子
を

拝
見
し
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
に

聞
き
入
り
、
目
を
輝
か
せ
て
楽
し

そ
う
に
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を

見
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
の
あ
る

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
中
で
、
と
て
も

救
わ
れ
た
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
J
P
F
は
直
接
、
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、一
つ
の
団
体
で
は
で
き

な
い
こ
と
を
加
盟
団
体
と
一
緒
に

進
め
、
個
々
の
事
業
や
N
G
O
全

体
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
議
論

で
き
る
こ
と
が
良
い
と
こ
ろ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
J
P
F
加
盟
5
団
体
が
実
施
し

た
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
道
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
J
P
F
は

事
務
局
と
し
て
防
災
減
災
能
力
強

化
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
関
係
者
が
防
災

減
災
の
知
見
を
深
め
、
今
後
の
防

災
活
動
に
活
か
す
た
め
、
国
家
災

害
庁
、
現
地
N
G
O
、
加
盟
団
体

の
現
地
ス
タ
ッ
フ
ら
合
計
29
名
を

日
本
に
招
聘
し
ま
し
た
。
シ
ャ
ン

テ
ィ
か
ら
も
現
地
ス
タ
ッ
フ
が
2

名
参
加
し
て
く
れ
、
各
団
体
の
防

災
の
取
り
組
み
を
発
表
し
合
い
、

東
日
本
大
震
災
で
の
日
本
の
取
り

組
み
を
学
ぶ
た
め
、
仙
台
市
や
東

北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。
石
巻
市
で
は

地
元
の
方
か
ら
お
話
を
聞
く
機
会

を
得
て
、
当
時
の
苦
労
や
地
元
の

取
り
組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
終
的
に
J
P
F
は
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
家
災
害
庁
と
災

害
時
の
協
力
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加

し
た
N
G
O
や
現
地
ス
タ
ッ
フ
が
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2
0
0
3
年
よ
り
日
本
の
N
G
O
に
勤

務
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
駐
在
経
験
を
経

て
、
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
や
ス
リ
ラ
ン
カ
紛
争

後
の
事
業
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ
た
他
、
イ
ラ

ク
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
リ
ベ
リ
ア
、
南
ス
ー

ダ
ン
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
な
ど
に
お
け
る
人

道
・
開
発
支
援
、
ハ
イ
チ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
国
内
外
の
災
害
支
援
に

従
事
。
2
0
1
2
年
に
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム（
以
下
、
J
P
F
）に
入
団
し
、

主
に
海
外
で
の
人
道
支
援
へ
の
助
成
事
業
、

各
ア
ク
タ
ー
と
の
連
携
調
整
な
ど
を
統
括
。

2
0
1
7
年
4
月
よ
り
現
職
。
国
内
外
で
の

緊
急
支
援
を
担
当
。

柴し

ば

田た 

裕ゆ

う

子こ

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
　

緊
急
対
応
部
長帰

っ
て
か
ら
も
相
互
に
情
報
共
有

を
続
け
、
現
地
主
導
で
の
防
災
事

業
の
実
施
に
繋
が
り
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
各
N
G
O
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
参
加
者
全

員
の
学
び
と
、
特
に
現
地
で
活
動

す
る
ス
タ
ッ
フ
の
さ
ら
な
る
活
動

に
繋
が
る
事
業
に
な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
私
は
日
本
の
N
G
O
セ
ク
タ
ー

全
体
の
底
上
げ
と
い
う
テ
ー
マ

を
常
に
念
頭
に
持
っ
て
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
、

J
P
F
で
N
G
O
セ
ク
タ
ー
全
体

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま

で
の
人
道
支
援
の
経
験
を
活
か
す

こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
シ
ャ
ン
テ
ィ
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
も
よ
い

事
業
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

の
は
も
ち
ろ
ん
、
J
P
F
の
加
盟

団
体
と
し
て
、
N
G
O
セ
ク
タ
ー

全
体
を
引
っ
張
っ
て
い
く
存
在
に

な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

2018年 西日本豪雨災害の現地調査の様子。（岡山県倉敷市真備市にて2018年7月撮影）



紛
争
と
教
育

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
難
民
の
帰
還
先
と
し
て
開
拓

さ
れ
た
レ
イ
ケ
イ
コ
ー
村
の
小
学
校
を
訪
れ
る
と
、
教
室

が
足
り
な
い
ら
し
く
、
低
学
年
の
児
童
た
ち
は
多
目
的

ホ
ー
ル
で
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
中
学

生
ぐ
ら
い
の
顔
立
ち
を
し
た
少
年
が
二
人
。
歳
は
13
だ
と

言
い
ま
す
。
国
内
避
難
民
だ
っ
た
と
話
す
二
人
は
ず
っ
と

前
に
小
学
校
を
退
学
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
理
由
を
尋
ね

る
と
「
働
く
た
め
」
だ
と
言
い
ま
す
。
目
を
合
わ
せ
よ
う

と
せ
ず
、
ど
こ
か
答
え
た
く
な
さ
そ
う
。
無
理
強
い
す
る

こ
と
も
で
き
ず
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
切
り
上
げ
ま
し
た
が
、

あ
と
で
校
長
先
生
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
二
人
は
カ
レ
ン
の
武
装
勢
力
に
所
属
す
る
少
年
兵

だ
っ
た
た
め
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

停
戦
が
訪
れ
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
勉
強
す
る
機
会

を
得
た
の
で
す
。

上：家路につく子どもたち。
下：放課後、村のため池で遊ぶ少年。

1年年のクラス。二人は
この授業を受けていた。

Shanti s 
Photo  Log 
ファインダーを　　のぞいて

川畑 嘉文（フォトジャーナリスト）
Yoshifumi KAWABATA

ニューヨークの雑誌社勤務時代に9.11を経験し、記者職を捨て写真
の道に進むことを決意。2002年、会社を退職しタリバン政権崩壊後
のアフガニスタンを訪れ取材を行った。2005年フリーランスのフォト
ジャーナリストとなり、世界中の難民キャンプや貧困地域、自然災害の
被災地で取材を行い、雑誌や新聞などに写真と原稿を寄稿している。
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令和2年7月豪雨被害の支援　
7月に日本各地で発生した豪雨で被災した熊本県
と福岡県に職員を派遣し、被害調査と支援活動を
行っています。被災地域では、新型コロナウイルス
の感染予防に注意しつつ、被災地域の関係団体と
連携し、現地のニーズに沿って復旧復興を後押し
する支援活動を実施してきます。

★国内
郵便振替：00170-8-397994
加入者名：SVA緊急救援募金
＊払込取扱票の通信欄に「令和2年7月豪雨災害」とご記載
ください。
＊振込手数料はご負担をお願いいたします。

シャンティからのお知らせ

当会へのご寄付は、所得税、住民税、および法人税、相続税の優遇措置が受けられます。
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6月から、月に1回オンラインイベントを開催してい
ます。これまで、海外事務所スタッフが来日した
ときにしか聞くことができなかった話を、インター
ネットを通じて直接聞けるようになりました。「新
しい生活様式」を制限として考えるのではなく、
新たな可能性と捉える発想も必要だと感じてい
ます。　　　　　　　　　　　  （召田安宏）

人事のお知らせ
●入職
木村 沙弥香 経理課　経理及び総務人事担当（7/1）

●退職
川村 圭 カンボジア事務所　コーディネーター（7/10）

栗原 陽紀 事業サポート課　海外事業担当（7/17）

伊藤 杏子 ミャンマー事務所　プロジェクトマネージャー（9/18）

●異動
浅木麻梨耶 事業サポート課　→ミャンマー事務所（9/1）

●復職
眞屋 友希 アフガニスタン事務所（東京勤務）（7/1）

設立40周年キックオフイベントのご案内
「現場主義を貫いた40年
　～変動するアジアの今～ 」
皆さまのおかげで40周年目を迎えることとなりま
した。これまでの活動から得た学びを共有し、変
動するアジアの現状をお伝えするオンラインイベン
トを開催します。

日時：2020年12月12日（土）14：00～17：00
プログラム：
第1部：八木澤克昌（アジア地域ディレクター）と有馬
嘉男氏（NHK報道記者）の対談
第2部：海外事務所からの中継、ファシリテーター　
山本英里（事務局長）


